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繊維補強セメント系複合材料の新しい利用法研究委員会（JCI-TC-104A） 

第 1 回幹事会議事録案 

 

日 時：平成 22 年 5 月 7 日（金）13:00～16:00 

場 所：JCI 会議室 

出席者：金子委員長，金久保幹事，栗橋幹事，国枝幹事，井上（事務局）（以上 5 名） 

資 料：幹 1-1 幹事会メモ 

    幹 1-2 研究課題申込書 

    幹 1-3 採用通知 

    幹 1-4 運営説明会資料一式 

    幹 1-5 委員募集についての進捗状況 

    幹 1-6 長期性能設計の将来像 

    幹 1-7 研究委員会資料 

議 事： 

1. 自己紹介 

・出席者の自己紹介を行った． 

 

2. 委員会設立の趣旨説明など 

・4/7 に行われた運営説明会の内容について確認を行った．主な内容は以下のとおり． 

 委員会名は変更可能であり，簡潔なもので，最終成果を適切に表すものが望ましい． 

 参画委員は，土木，建築などのバランスを考慮するとともに，できるだけ若手の参画

を促す． 

3. 委員会の活動方針 

＜委員会名，設置の趣旨・目的，活動計画など 様式 2 の作成にむけて＞ 

・委員会名を「繊維補強セメント系複合材料の新しい利用法研究委員会」とする． 

・設置の趣旨・目的などは原案を微修正する． 

・WG として「新しい利用法 WG（主査：栗橋）」，「性能評価 WG（主査：金久保）」，「環

境対応 WG（主査：国枝）」を設置する方向で全体委員会に提案する．最終的には，参画

委員の意見もふまえて決定する． 

 

＜役割分担，委員について 様式 3 の作成にむけて＞ 

・委員については，現在の調整を引き続き行い，5/12（資料の締切日）までに内諾を得た委

員を当面研究委員会に報告する． 

・国枝幹事を幹事長とする．また，栗橋幹事には，HP の担当をお願いする． 

 

4. 委員会の運営 
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・全体委員会の開催を年 4 回程度とする（6 月，9 月，12 月，3 月程度か？）．基本的には，

全体委員会の前に WG を開催する． 

 

5. 今後の予定など 

・次回研究委員会にて委員会概要や委員構成が承認された後に，第 1 回委員会の日程調整

を行う．候補日は以下のとおり． 

6/11 13 時～15 時 

   15 時～17 時 

   17 時～19 時 

6/14 17 時～19 時 

6/18 13 時～15 時 

6/28 17 時～19 時 

 

以上 

 

 

 


